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に 

 

ぶ ら ん こ 

 
 遊びと学びの発表会のご案内 

 ホールから、発表会に向けての子ども達の練習している声が聞こえてきます。今のところコロナも落ち着い

ているところですが、本年度も規模を縮小して例年通りの、クラス交代制で行いたいと思いますのでご了承く

ださい。 

  日時・・・１２月４日（土） 9:00～9:20   いちご２組   8:45（集合） 

                9:25～10:10  ぺんぎんクラス 9:10（集合） 

                10:15～11:00 ぱんだクラス  10:00（集合） 

                11:05～11:50 らいおんクラス  10:50（集合） 

  場所・・・おおむたこども園ホール    玄関ホールからお入りください。 

  服装・・・私服 但し、本番は裸足で行います（舞台が滑りやすいため）ので、脱がしやすい靴下を履い

て登園してください(タイツはご遠慮ください) 

  参加対象・・父母 １軒に２名 ばなな組の祖父母に関しては最終年度ですので OKとします。観覧し 

たい祖父母さんは担任までお知らせください。 

        小学生などの兄弟姉妹は園内に入れません。 

  駐車場・・・いちご２組、ぱんだクラスは送迎用の駐車場に止めてください。止められない時は職員駐車

場にお願いします。 

 ぺんぎんクラス、らいおんクラスは職員駐車場です。 

＊いちご２組さんは自由参加です。預かりはできませんので担任に参加の有無をお伝えください。 

＊上のクラスの持ち時間は、今年度は４５分にしました。動画はありません。それぞれのクラスには作品も飾

ってありますので、ご覧ください。 

＊他のクラスの発表は観覧できません。子どもさんの出番が終わり、展示をご覧になられた後はお土産をもら

って終わりになります。展示は他のクラスのもご覧いただけます。 

＊コロナ感染予防対策の為、マスクの着用、手指の消毒、検温をお願いします。会場の換気もするので寒い方

はひざ掛けなどの準備をしてください。椅子の準備もしておきます。 

 

他園等、外部から当該園の視察で、園内外の環境や保育の考え方、子どもへの接し方を、お話させていた

だく機会が増えてきました。私達社協園が「一斉保育」から「子どもが主体の保育」に変わり５年。保育者

の意識がどのように変わったか？振り返りになっています。その変化として 

＊一斉保育では当たり前だった全員でのお散歩も、その日の気分で園にいたい子の姿が見えるようになり、

「今日は園にいる？」と聞いてその子の意思を尊重し言葉がけが変わってきた。 

＊「ダメ！」「こうしなさい！」などの禁止・命令の言葉が少なくなり、「こうした方がいいんじゃない？」

「これはどうかな？」と子どもの気持ちを一旦受け止める気持ちの余裕が出てきた。 

＊職員の声の大きさが小さくなった。昔は大きな声で子ども達に対して指示、命令の言葉が飛び交っていた

ような。職員の声が小さくなったおかげで、子ども達の会話が良く聞こえるようになった。 

＊一斉保育の時と比べ、子ども１人１人が良く見えるようになった。ドキュメンテーションを書くことによ

りその子の興味関心が何なのか？学びを深くするため、どう関わっていけばいいのか？考えるようになった。 

＊とにかく「待つ」と言う意識が強くなってきた。必ずできるようになるから、子どものスイッチが入るま

で「忍耐！忍耐！」と焦らずに待つことができるようになった。 


